
ISSN 1341-3635 

国立環境研究所特別研究報告

Report of Special Research from the National Institute for Environmental Studies， Japan 

SR-24-'98 

~ 

湖沼環境指標の開発と新たな湖沼環境問題の
解明に関する研究

Studies on Lake Environment Index and Nuisance Picoplankton Bloom 

平成 4~8 年度
FY 1992-1996 

NATIONAL INSTITUTE FOR ENVIRONMENTAL STUDIES 

環境庁国立環境研究所



972215 湖沼環境指標の開発と新たな湖沼環境問題の解明に関す
            環境庁　国立環境研究所 1998/03
１　研究の目的と経緯
１．１　研究の目的
１．２　研究の構成
２　研究の成果
２．１　流域特性と水質との関係の評価に関する研究
２．１．１　望ましい森林とは？
２．１．２　流域から流出する有機物はどのような動態を示すか？
２．１．３　流域管理を簡単に，効率的に行う方法は？
２．１．４　流域からの負荷，湖水を直接浄化する方法はないか？
２．２　湖沼環境指標に関する研究
２．２．１　有機汚濁指標としてＣＯＤはなぜ問題か？
２．２．２　代替の有機汚濁指標としては何が適当か？
２．２．３　過去のＣＯＤ情報は活かせないか？
２．２．４　起源に関する情報が得られる有機物指標はないか？
２．２．５　起源の指標は多くの湖沼に適用可能か？
２．２．６　さらに多くの情報を有する有機物分画方法はないか？
２．２．７　生分解性を簡単に測れる方法はないか？
２．２．８　アオコ存在量をどのように指標化するか？
２．２．９　アオコの発生には何が影響しているか？
２．２．１０　池内物質循環や藻類量・種に及ぼす魚の影響は？
２．２．１１　ＤＯ，Ｐｈの連続測定から水域の生物活性を連続測定できないか？
２．３　ピコプランクトンの異常発生機構に関する研究
２．３．１　ピコ植物プランクトンとはどんな生き物か？
２．３．２　ピコ植物プランクトンとは，どんな湖のどんなところ，いつ多いのか？
２．３．３　ピコ植物プランクトンに毒はあるのか？毒は湖の生物にどんな影響を及ぼすのか？
２．３．４　ピコ植物プランクトン異常増殖は何を意味するか？少なく抑えることは可能か？
２．４　まとめ
　[資料]
Ⅰ　研究の組織と研究課題の構成
１　研究の組織
２　研究課題と担当者
Ⅱ　研究成果発表一覧
１　誌上発表
２　口頭発表
３　本特別研究に関わる刊行物















972215 湖沼環境指標の開発と新たな湖沼環境問題の解明に関す
２　研究の成果











972215 湖沼環境指標の開発と新たな湖沼環境問題の解明に関す
２．２　湖沼環境指標に関する研究





































972215 湖沼環境指標の開発と新たな湖沼環境問題の解明に関す
２．３　ピコプランクトンの異常発生機構に関する研究















972215 湖沼環境指標の開発と新たな湖沼環境問題の解明に関す
２．４　まとめ





972215 湖沼環境指標の開発と新たな湖沼環境問題の解明に関す
　[資料]


































	sr-24-98
	972215-1
	表紙
	序
	目次
	１　研究の目的と経緯
	１．１　研究の目的
	１．２　研究の構成

	２　研究の成果
	２．１　流域特性と水質との関係の評価に関する研究
	２．１．１　望ましい森林とは？
	２．１．２　流域から流出する有機物はどのような動態を示すか？
	２．１．３　流域管理を簡単に，効率的に行う方法は？
	２．１．４　流域からの負荷，湖水を直接浄化する方法はないか？

	２．２　湖沼環境指標に関する研究
	２．２．１　有機汚濁指標としてＣＯＤはなぜ問題か？
	２．２．２　代替の有機汚濁指標としては何が適当か？
	２．２．３　過去のＣＯＤ情報は活かせないか？
	２．２．４　起源に関する情報が得られる有機物指標はないか？
	２．２．５　起源の指標は多くの湖沼に適用可能か？
	２．２．６　さらに多くの情報を有する有機物分画方法はないか？
	２．２．７　生分解性を簡単に測れる方法はないか？
	２．２．８　アオコ存在量をどのように指標化するか？
	２．２．９　アオコの発生には何が影響しているか？
	２．２．１０　池内物質循環や藻類量・種に及ぼす魚の影響は？
	２．２．１１　ＤＯ，Ｐｈの連続測定から水域の生物活性を連続測定できないか？

	２．３　ピコプランクトンの異常発生機構に関する研究
	２．３．１　ピコ植物プランクトンとはどんな生き物か？
	２．３．２　ピコ植物プランクトンとは，どんな湖のどんなところ，いつ多いのか？
	２．３．３　ピコ植物プランクトンに毒はあるのか？毒は湖の生物にどんな影響を及ぼすのか？
	２．３．４　ピコ植物プランクトン異常増殖は何を意味するか？少なく抑えることは可能か？

	２．４　まとめ

	　[資料]
	Ⅰ　研究の組織と研究課題の構成
	１　研究の組織
	２　研究課題と担当者

	Ⅱ　研究成果発表一覧
	１　誌上発表
	２　口頭発表
	３　本特別研究に関わる刊行物




